Die Alteritat im deutschen Trivialdrama des 18. Jahrhunderts : Am Beispiel von August von Kotzebue by 佐藤  研一
十八世紀ドイツの通俗劇に描かれる異邦人像 : ア
ウグスト・フォン・コッツェブーを中心にして
















のインド人j Die lndianer in England (1789 初演、 1790 刊)、『ラベルーズj La Peyrouse (1796 初演、













の戦争、すなわち、二回に亙るマイソール戦争 (1767-69， 1780-84) である。三幕もの喜劇「イ
ギリスのインド人』は、当戦争を背景に据えて、イギリス港町の家族と間借り人のインド人父娘
の聞にくり広げられる四つの結婚騒動をおもしろおかしく描く。『人間嫌いと後悔j Menschenhaﾟ 





























































する。「かれは、ベテレ 8 を噛みます一一雌牛を畏れ敬っています 9。家畜どもが、町から牧草地
へ追われるたびに、深くお辞儀をするといった按配一一毎日、入浴をしております 10。新月か満
月となるたびに、喜捨をします。」すると、サミュエルは瑚笑っていう。「おれが奴の娘婿になっ


























































方案内記Jl Itinerario, voyage ofle Schipvaert (1596) やベルニエの『ムガル帝国誌』陥'yages de Fr. 






字通りの「高貴な野蛮人J の役どころである。もっともレンツの喜劇「新メノーツァ j Der neue 
Menoza (1 774) のように、 ドイツで「高貴な野蛮人」が一世を風廃したのは、 1770 年代である。



















































ほど愛してくれるとは! JI ここまで、わたしがしないとでも? JIお前のきゃしゃな体つきで一一」

















































































































ああ、許してね! 仲良くしましょう! わたしを憐れんでくださいな。 (316)
これにつづいて、アデライーデは、身を引くと告げれば、悲痛に押し潰されて、衝動的に毒果
実を食べようとする。間一髪、ラベルーズは妻の自害を防ぐと、つぎのようにいう。「忍耐も限界、





















































アフラ・ベーン (1640-89)の小説『オルーノコ.1 Oroonoko (1688) は、恋人を奪われ編され、
イギリス統治時代のスリナムへ奴隷として送られるアフリカの王子を描く。これが、「黒人奴隷
もの」文学の原型となる 26。それから百年後の 1780 年代、イギリスで、は奴隷制度廃止運動が広がっ
た。周知の通り、ウィリアム・ウイルパーフォース (1759・ 1833) の尽力の結果、奴隷貿易漸次





































副題として、「歴史的・劇的絵画J Ein historisch-dramatisches Gemählde と銘打つように、前口
上では、植民地主義を糾弾するレーナル(1713・96) の『両インド史j Histoire philosophique et 
politique, des 騁ablissemens & du comme陀e des Europ馥ns dans les de師 lndes (1770) や奴隷貿易批
判を掲げるシユプレンゲル (1746・ 1803) の『黒人奴隷貿易起源』陥m Ursprung des Negerhandels 

























な市民的美徳を体現する女性でもあり、「美徳こそ、唯一のお守り J (264) という。あるいは、「王
の威厳ではなく、ただ愛のみが、女の貞潔を捧げるのにふさわしい」、「汚れぬわたしこそ、夫に








守りよ」という (264) 。実際、「熱狂的女性J (265 , vgl. 279) と呼ばれるように、 70 年代の「疾
風怒譲」丈学に登場する、原初的情熱を体現する女傑 36 さながらである。
かの女の「自然の魅力 J (268) の虜となるのが、極悪非道な大農園主ジョンである。かれは、
奴隷たちを「牡牛J (194, vgl. 201)同様とみなすわ、不当な暴力をふるうわ、女を手龍めにするわ、
およそ市民的美徳に欠ける「専制君主J (198 , 263王 283) といえる。およそ人の内面というもの
を理解することができない。「心! 心だと! 虚しいガラクタさ! 心も肉のー塊、それ以上
12 
十八世紀ドイツの通俗劇に描かれる異邦人像
じゃないJ (1 94) 、そう、いい捨てる。だから、アダを情婦にしたい一心でも、アダの心なぞ、「ツア


























れやしないとも! J (249) 
ところで、ツァメオの登場によって、修羅を燃やすジョンは、自分の情婦とならなければ、か
れを殺す、とアダを脅すに至る。それに対して、かの女は、わが貞潔を守るため、刺し殺してくれ、








































































る。全部で 250 本ほどの劇作品を書き、 1795 年から 1825 年に亙る全ドイツの劇場において、レパートリーの四
分のーを占めた。たとえば、ゲーテが劇場監督を務めた(1791 年- 1817 年)ヴァイマル宮廷劇場の上演回数
は、シラーが 331 回、ゲーテが 259 回、レッシングが 64 回であるのに対して、コッツェブーは 638 回にもおよ






正当に評価して[拍手喝采して]くれた観客が、今後とも、この蚊の刺し痕の香油となってくれ給え。 J August 
von Kotzebue: DrGlηatische Werke. 74. Bd.: Der Grafvon Burgund. Wien: Mausbergers Druck und Verlag, 1829, S. 5王な
お、いちはやくコッツェブーの通俗的特徴を具体的に解き明かしたのが、マウラーである。 Vgl. Doris Ma町er:
August von Kotzebue. Ursachen seines Eヴôlges. Konstante Elemente unterhaltender Dramatik. Bonn: Bouvier, 1979. Vgl 目




3 イギリスのインド人』は、 1789 年春のレーヴァル(エストニアの現タリン)の初演以降、 1790 年末までに、
ベルリン、ハンブルク、プレスラウ、マンハイム、ハノーファ一、ドレスデン、ウィーン、フランクフルト、ヴァ
イマル、ケーニヒスペルクで上演された。 Vgl. August von Kotzebue: Schauspiele. Mit einer E肉声hrung von Benno 
von wi四e. Hrsg. und kommentiert v. J?g Mathω. Fra止血rta.M.:A由enäum， 1972, S. 550f. 或る劇評は、当喜劇は「傑
作j の『人間嫌いと後悔』には及ばないにせよ、「万雷の拍手を惹き起こした」と伝えて記す。 f[インド娘]グ
ルリは自然児であり、偏見に囚われず、活気と無邪気さにあふれでいる。これまでドイツの劇場に登場した、もっ
とも異彩を放つ、純真な性格であるJ と o Annalen d，四 Theaters. 出sg. v. C. A. Ber佐am. 6. Heft. Ber1in, 1790, S. 63f. 




Ado1fFreiherr von Knigge: Die Reise nach Braunschweig. Ein lwmischer Roman. Hannover: [s.n.], 1803, S. 155 und 159. 
4 Kotzebue, Schauspiele (Anm. 3), S. 156. 以下、本稿第一章および第二章において、同書から引用する場合は、
本文中に頁数のみを記す。
5 感傷的な市民的美徳により、人間関係の縫れが解かれて、観客が感動し泣きぬれる喜劇。ドイツにおける創
始者は、ゲラート (1715-69)。拙著『劇作家 J. M. R.レンツの研究J (未来社、 2002 年)、 17-18 頁、 55-57 頁お
よぴ 96-97 頁参照。
























スホーテン(岩生成一他訳) r東方案内記.1 (大航海時代叢書第VlII 巻)、岩波書店、 1968 年、 314 頁以下。)
9 ベルニエは、雌牛について記す。 f(前略)特に雌牛には大変な敬意を抱いています。(中略)彼らの食料の大
部分である牛乳やバターを得るのは雌牛からですし、農耕の基本でもあり、従って生活の基本でもあるからで
す。J (ベルニエ、前掲書、 276 頁。)
10 1) ンスホーテンやベルニエは、入浴について記す。「かれらのからだはとても清潔だ。というのは、日ごとに






1 ヤコプ・ハーフナー(栗原福也訳) rインド東岸の冒険と旅行j (17' 18 世紀大旅行叢書(第 II 期)第 3 巻)、
岩波書店、 2002 年、 443 頁。
12 しょせんリデイの葛藤は、コッツェブ一流の「みせかけの不調和」にすぎない、とマウラーは評する。これは、




14 "hüpfen “(170, 196), "abhüpfen “(1 43), "herumhüpfen “(1 70, 192), "hüpfend “(202). "herumhüpfend “(1 70), 
15 コッツェブーの喜劇『奇人の兄貴モーリッツ、あるいは植民地パラオ諸島j Bruder Moritz, Der Sonderling oder 
Die C%nie f? die Pelew-Inseln (1790 初演、 1791 刊)の主人公も同様。
16 Maurer, August von Kotzebue (Anm. 2), S. 140. 
17 ホガース(1697-1764) による調刺同連作「当世風の結婚J (1745) が主題とする政略結婚の側面も読み取れ
ょう。マウラーによれば、当喜劇は、世の中は金によって動くという市民的考え方を描く。 Vgl. ebd. S. 137. ザ
ントップは、ロハートやリデイの結婚は、単に金銭的動機に基づくのみならず、ひいてはイギリス植民地主義
にも利すると指摘する。 Vgl. Susanne Zantop: Kolonial}ヲhantasien im vorkolonialen Deutschland (I 770-1 87ω。 Berlin:
Erich Schmidt, 1999, S. 158五
18 I不道徳な」結末のため、不人気であり、ベルリン上演は四回のみ、ウィーンでは上演禁止。 1817 年、コッツェブー
は、マルヴィーナを自殺に追いやる一幕ものに改作したが、人気は回復しなかった。 Vgl. Kotzebue, Schauspiele 
(Anm. 3) , S. 566. イギリスでは、フォーセットによる翻案劇 (1801) が時好に投じた。ここでは、結末に変更
が加えられて、島の先住民が殺害され、王人公がフランス人家族とヨーロッパに帰還する。 Vgl. John Fawcett: 
Pen刀lse; or, the deso/ate island. London: J. Barker, 1801 
19 ラベルーズは、キャプテン・クックやプーガンヴイル (1729-1811) と並ぶ大航海者。 1785 年から例年、太
平洋からマカオを経て、日本海を縦断、宗谷海峡(ラベルーズ海峡)からカムチャッカ半島へ抜けた。最後は、
オーストラリア近辺の島で康礁し、島民に虐殺されたらしい。ラベルーズ(佐藤淳二訳H太平洋周航記J 全二巻、
岩波書店、 2006 年参照。なお、訳者解説は、いかにラベルーズが「啓蒙」の実践者であったか、簡潔に論じている 0
20 デフォー (1660-1731 )の小説『ロビンソン・クルーソ-j TheL砕 and Adventur・四 ofRobinson Crusoe (1719) は、
ドイツにおいてもカンベ (1746-1818) の『ロビンソン二世j Robinson der J?gere. Ein Lesebuchβr Kinder (1779-80) 
を皮切りに、数多くの変形謹「ロビンソンもの」を産んだ。
21 デイドロ(浜田泰佑訳) rブーガンヴイル航海記補遺j (岩波文庫、 1991 年)、 33 頁。
22 たとえば、コッツエブーの喜劇『脳の器官j Die Organe des Gehirns (1806) は、男装の麗人を登場させ、性的
倒錯と思われる場面を繰り広げる。性的くすぐりは、かれの得意とするところである。
23 Vgl. Johann Wolfgang von Goethe: W<ヲrke. Hamburger Ausgabe in 14 B舅den. Hrsg. von Erich Trunz. Bd. 4. M?chen: 
Beck, 1974, S. 556. I娘ふたりに婿ひとり」と逆のモチーフ「娘ひとりに婿ふたり J に関しては、前掲拙著、
54-55 頁参照。




とになるはずである。 Vgl. Maurer, August von Kotzebue (Anm. 2), S. 64. 
26 ヤング (1683-1765) は、ベーンの悲劇『アブデラザ一、あるいは黒人の復讐 j Abdelazer or The Moor's 
Revenge (1676) を基に悲劇『復讐j The Revenge (172 1)を執筆。この翻案ものが、フーパー(J 726-60) の悲劇『ツア
ンガ、あるいは復讐.! Zanga oder die Rache (1760) である。 Vgl. Uta Sadji: Der Mohr auf der deutschen B?ne des 
18. Jahrhunderts. Anif/Salzburg: U. Müller-Speiser, 1992, S. 161ff. 
27 Vgl. Walter Sauer: Angelo Soliman. Mythos und Wirklichkeit. In 均n Soliman zu Omofuma. Afrikanische Diaspora in 
ﾖstereich 1 矢 bis 20. Jahrhundert. Innsbruck: Studienverl., 2008, S. 59-96.; Eckart Kleﾟmann: Der Mohr in der Literatur 
der Aufk1舐ung. In: Exotische ffセlten. Europ臺sche Phantasien. Hrsg. vom Institut f? Aus1andsbeziehungen und dem 
W?ttembergischer Kunstverein. Stuttgart: Gantz, 1987, S. 237王
17 
東北大学大学院 国際文化研究科論集 第二十三号
28 Vgl. Ernst Lorenz Michael Ratlef: Die 凡loh，初nzu Hamburg. Trag?ie. [s.LJ 1775. 
29 Vgl. Franz Guolfinger von Steinsberg: Die Negersklaven. Ein Lustspiel in einem Al{βuge. Prag/Leipzig: Johann Joseph 
Gröbl, 1779. 
30 D?ner: "Des Au仕叶官sschreckliche Folge, oder Die Neger. Ein Original-Trauerspiel in fiinf Aufz?en. . In: Theatralische 
Sammlung. Bd. 35. Wien: Joh. Jos. Jahn, 1792, S. 37. 
31 Al信'eme初eLiteratur-Zeitung. Nurnero 28 (Montags, den 25. Januar 1796). ところで、コッツエブーは、 1792 年の
デンマーク議会による奴隷貿易廃止決定を受け、『黒人奴隷』初版では、「この不幸な人身のまE桔」を断ち切っ
た、とデンマ-ク国民に献辞を捧げる。 Vgl. August v刊on Ko包耳b加ue配:
Gemä剖h吐Id必ei血nd合re句yAuti血zii泡gen “ In: Theater v，叩'on Kotze仇4柑e. 6. T，花"ei l. Prag: Somme釘rs印ch恥le Buchd批ru即I却cker陀ei， 1817, S. 223. 以下、本
稿第三章において、同書から引用する場合は、本文中に頁数のみを記す。 Vgl. Sadji, Der Mohr auf der deutschen 
B?ne (加m.26) S.262f. 
32 Ludwig Tieck: Phantasus. Bd. 2. Berlin: Realschulbuchhandlung, 1812, S. 177. Vgl. Sadji, Der Mohr ωif der deutschen 
B?ne (Anm. 26) , S. 257f. 
33 当書は、奴隷貿易一般を攻撃するものの、黒人奴隷売買は黙認する。 Vgl. Sadji, Der Mohr auf der deutschen 
B?ne (Anm. 26) , S. 25f. 
34 コッツェブーの前口上では言及されていないが、『黒人奴隷』は、とりわけ、以下の書籍冒頭の短編「ツイメ
ォ」に拠っている。 Johann Ernst Kolb: Erz臧lungen von den Sitten und Schiksalen der Negersklaven. Bern: Hallersche 
Buchhandlung, 1789, S. 6-37. Vgl. Zantop, Koloniaqフhant，即日I (Anm. 17) , S. 174. また、 1797 年、『黒人奴隷j の
英訳とポーランド語訳が刊行。ポーランドは、 1795 年の第三次分割直後である。 Vgl. Sadji, Der Mohr auf der 
deutschen B?ne (Anm. 26) , S. 264 
35 Vgl. Barbara Riesche: Sch?e Mohrinnen , edle Sklaven , schwarze R臘her. Schwarzendarstellung und 
Sklavereithematik im deutschen Unterhaltungstheater ρ 770-1814). Hannover: Wehrhahn, 2010, S. 140. 
36 その一例として、『新メノーツァ.1 (前述)のドンナ・デイアナが挙げられる。
37 奴隷頭は、主人ジョンには煽ぴる一方、奴隷には冷酷。ツァメオを「犬J (243) と呼ぴ、奴隷は嘘つきで、
感謝の心も知らず、白人を毒殺したがる、と誹誇する。ツァメオに救われるのは、その直後のことである (243fI.)。
38 Vgl. Zantop, Koloniaqヲhantasien (Anm. 17) , S. 179. 
39 Vgl. ebd. 173-180. 当論考は、当代中南米植民地を主題とするドイツの「黒人奴隷もの」の文学に根深く潜む、
ドイツ的家父長制神話の核心を鋭く射抜く。
40 Jakob Michael Reinhold Lenz: Werke und Bri奇声 in drei B舅den. Hrsg. von Sigrid Damm. Bd. I. Leipzig/M?chen/ 
Wien: Insel, 1987, S. 639. レンツの喜劇は、「お涙頂戴喜劇j を反転し挑発する、痛烈な反語となっている。前掲
拙著、 46 頁他参照。
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